
成
年
後
見
制
度
は
、
精

神
上
の
障
害
で
判
断
能
力

の
不
十
分
な
人
に
代
わ
っ

て
、
財
産
管
理
や
契
約
、

ま
た
、
誤
っ
た
契
約
の
取

り
消
し
な
ど
、
本
人
を
不

利
益
か
ら
守
る
制
度
で
す
。

元
気
な
う
ち
に
後
見
人

を
選
ぶ
任
意
後
見
制
度
も

あ
り
ま
す
。
大
阪
府
は
２

０
２
３
年
度
「
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
研
究
会
」

に
お
い
て
「
府
内
市
町
村

で
、
権
利
擁
護
支
援
の
地

域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
と
機
能
強
化
の
た
め
、

中
核
機
関
の
整
備
が
求
め

ら
れ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

★
（
問
）

市
と
し
て
、

市
民
の
権
利
擁
護
推
進
の

た
め
、
成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
計
画
の
策
定
を

求
め
ま
す
。

●
（
答
）

現
計
画
で
あ

る
第
4
次
寝
屋
川
市
地
域

福
祉
計
画
に
お
い
て
、
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
計

画
を
含
ん
で
お
り
、
次
期
、

第
５
次
寝
屋
川
市
地
域
福

祉
計
画
の
策
定
時
に
は
、

成
年
後
見
制
度
の
取
組
を

よ
り
一
層
、
推
進
す
る
た

め
の
内
容
を
反
映
す
る
。

★
（
問
）

市
民
が
利
用

で
き
る
す
べ
て
の
施
策
・

制
度
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

生
活
保
護
申
請
を
は
じ

め
、
各
種
公
共
料
金
の
減

免
申
請
な
ど
、
市
民
が
困
っ

た
時
に
利
用
で
き
る
全
て

の
申
請
用
紙
が
、
市
民
の

誰
に
も
公
開
さ
れ
、
ま
ず

は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
す
。
進

捗
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

●
（
答
）

オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
に
つ
い
て
は
、
令
和

7
年
度
末
ま
で
に
す
べ
て

の
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
向
け
、
全
庁
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

各
部
局
が
積
極
的
に
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
よ

う
働
き
か
け
を
行
っ
て
お

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、

ま
た
は
申
請
書
の
公
開
を

進
め
る
。

寝
屋
川
市
駅
周
辺
は
、

中
央
図
書
館
や
子
ど
も
図

書
館
と
一
時
預
か
り
保
育

施
設
、
生
涯
学
習
施
設
等

の
整
備
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

★
（
問
）

一
方
、
香
里

園
駅
周
辺
に
は
、
図
書
館

は
西
北
分
室
（
松
屋
町
西

北
コ
ミ
セ
ン
内
）
し
か
あ

（
写
真
は
図
書
館
分
室
の

あ
る
西
北
コ
ミ
セ
ン
）

り
ま
せ
ん
が
、
開
館
日
が

水
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜

日
の
週
３
日
だ
け
で
、
そ

の
上
12
時
か
ら
は
昼
休
憩
、

午
後
４
時
に
は
閉
ま
る
た

め
、
働
い
て
い
る
市
民
は
、

も
と
よ
り
大
変
利
用
し
に

く
い
も
の
で
す
。

香
里
園
駅
周
辺
に
は
、

公
的
施
設
が
な
い
こ
と
や
、

駅
の
乗
降
客
数
が
多
い
こ

と
か
ら
も
、
せ
め
て
、
フ

ル
オ
ー
プ
ン
化
で
き
な
い

か
と
の
市
民
要
望
で
す
。

見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

●
（
答
）

現
状
に
お
い

て
は
、
郵
便
局
を
活
用
し

た
図
書
配
送
事
業
や
電
子

図
書
館
事
業
な
ど
に
よ
り

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。

生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、

市
の
危
険
個
所
ア
プ
リ
で

「
通
報
す
れ
は
、
即
日
修

理
さ
れ
た
」
と
の
市
民
評

価
が
あ
り
ま
す
。

★
（
問
）

一
方
、
市
内

の
あ
ち
こ
ち
で
消
え
か
か
っ

た
白
線
が
目
立
ち
ま
す
。

中
に
は
、
通
学
路
に
面
し

た
横
断
歩
道
が
ほ
ぼ
見
え

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

大
阪
府
（
府
警
）
の
仕
事

で
す
。
危
険
個
所
優
先
で

緊
急
対
応
を
求
め
ま
す
。

●
（
答
）

引
き
続
き
、

警
察
や
大
阪
府
等
に
要
望

し
、
対
応
す
る
。

（写
真
は
消
え
か
か
っ
た

横
断
歩
道
）

★
（
問
）

市
内
の
女
性

団
体
か
ら
の
「
本
市
防
災

会
議
の
委
員
38
人
中
女
性

は
5
人
だ
け
、
団
体
推
薦

と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る

も
の
の
、
女
性
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、

女
性
委
員
を
増
や
す
仕
組

み
を
」
と
の
要
望
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

●
（
答
）

引
き
続
き
、

登
用
比
率
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
防
災
施
策

へ
の
女
性
意
見
の
更
な
る

反
映
に
取
り
組
む
。
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市
民
が
利
用
す
る
す
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の
申
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の
公
開
を
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生
活
保
護
や
各
種
減
免
申
請
用
紙
の
公
開
を

香
里
園

図
書
館
西
北
分
室
の
フ
ル
オ
ー
プ
ン
化
を

横
断
歩
道
が
消
え
て
い
る

防
災
会
議
に

女
性
委
員
を



６
月
議
会
の
健
康
福
祉

常
任
委
員
会
協
議
会
の
中

林
か
ず
え
議
員
の
マ
イ
ナ

保
険
証
に
関
す
る
所
管
質

問
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
と
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

医
療
保
険
証
が
一
体
化
し

た
も
の
で
す
。

寝
屋
川
市
が
運
営
す
る

国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
う
ち
、
保
険
証
を

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
一
体
化

し
て
い
る
の
は
51
．
８
％

で
、
市
内
の
病
院
の
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
4

月
時
点
で
９
．
３
％
で
す
。

大
阪
広
域
連
合
が
運
営

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
で
の
一
体
化
率
は
55
・

6
％
で
、
病
院
で
の
利
用

率
は
６
・
45
％
で
、
国
保

も
後
期
高
齢
も
病
院
で
は

あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な

い
の
が
実
態
で
す
。

国
は
、
12
月
2
日
に
現

行
の
保
険
証
を
廃
止
し
一

体
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
治
体
で
は
、

8
月
1
日
発
行
の
後
期
高

齢
も
11
月
1
日
発
行
の
国

保
も
現
保
険
証
は
１
年
間

利
用
で
き
ま
す
。

1
年
後
は
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
未
発
行
や
保
険
証
と
一

体
化
し
て
い
な
い
加
入
者

に
は
、
国
保
も
後
期
も

「
資
格
確
認
証
」
が
発
行

さ
れ
ま
す
。

資
格
確
認
証
は
、
現
行

の
保
険
証
と
名
称
は
違
い

ま
す
が
同
じ
も
の
で
す
。

ま
た
、
一
体
化
し
た
マ

イ
ナ
保
険
証
の
人
の
う
ち
、

認
知
症
や
障
害
の
た
め
に

マ
イ
ナ
保
険
証
だ
け
で
は

支
障
が
あ
る
特
定
の
人
に

対
し
て
は
、
国
は
ま
だ
詳

細
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
申
請
に
よ
っ
て

「
資
格
確
認
証
」
が
発
行

さ
れ
ま
す
。

結
局
、
5
年
ご
と
の
更

新
が
で
き
な
け
れ
ば
マ
イ

ナ
保
険
証
は
使
え
な
い
な

ど
の
問
題
に
国
が
対
策
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
ま
で
す
る
な
ら
、

今
の
保
険
証
を
廃
止
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証

の
市
民
も
、
そ
う
で
な
い

（
一
体
化
し
て
い
な
い
）

市
民
も
医
療
を
受
け
る
こ

と
に
差
異
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

中
林
議
員
は
、
介
護
保

険
料
や
利
用
料
の
減
免
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
独
自
の
介
護
保
険
料

の
低
所
得
者
減
免
制
度
は
、

所
得
段
階
２
・
３
を
1
ま

で
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

実
績
は
10
件
（
23
年
度
）

と
少
な
い
た
め
、
所
得
要

件
年
収
１
２
０
万
円
の
引

上
げ
や
、
全
国
の
中
核
市

20
市
で
生
活
保
護
基
準
の

１
・
３
倍
ま
で
を
対
象
に

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
利
用
料
の
減
免

制
度
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
の
減
免
と
同
じ
条
件
で

実
施
し
て
い
る
吹
田
市
を

は
じ
め
、
府
内
７
市
で
の

実
施
状
況
を
紹
介
し
本
市

で
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

施
設
利
用
料
に
つ
い
て

は
、
特
定
施
設
（
特
養
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
施
設
、
介
護
医

療
院
）
で
の
課
税
世
帯
の

減
免
制
度
に
つ
い
て
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
わ
か
り
や

す
い
掲
載
を
求
め
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
家
族
の

施
設
入
所
費
用
を
支
払
う

こ
と
で
、
残
る
家
族
の
生

活
費
が
80
万
円
以
下
に
な

る
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す

が
、
実
績
は
21
年
の
１
件

だ
け
で
す
。

中
林
議
員
は
こ
れ
ら
の

軽
減
制
度
を
介
護
保
険
の

ガ
イ
ド
に
掲
載
す
る
な
ど

市
民
に
周
知
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
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7
月
28
日
は
、
地
元

宝
町
の
自
治
会
集
会
場

で
開
催
さ
れ
た
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
夏
祭
り
」
の
後

友
人
か
ら
聞
い
た
木
屋

元
町
の
農
家
の
企
画

「
ス
イ
カ
の
無
料
試
食

会
」
に
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

場
所
は
、
鞆
呂
岐
神

社
の
鳥
居
の
奥
の
第
一

種
農
地
の
一
角
で
す
。

第
1
種
農
地
と
は
、

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

農
地
で
、
寝
屋
川
に
は

2
か
所
し
か
な
く
、
1

つ
が
木
屋
元
町
の
こ
の

場
所
で
す
。

参
加
者
は
、
ご
近
所

の
方
や
近
く
で
畑
を
さ

れ
て
い
る
方
、
貸
農
園

で
耕
作
さ
れ
て
い
る
方
、

子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に

参
加
さ
れ
た
方
が
何
組

も
い
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

ご
近
所
の
方
は
「
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
。
子
ど
も
さ
ん
と
一

緒
の
方
は
「
畑
の
真
ん

中
で
採
り
た
て
の
ス
イ

カ
を
子
ど
も
と
食
べ
れ

る
こ
と
が
ス
テ
キ
」
と

来
年
も
よ
ろ
し
く
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
も
久
々
に
畑
で
ス

イ
カ
に
か
ぶ
り
つ
い
て

幸
せ
で
し
た
。

中
林

か
ず
え

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
拡
充
を

マ
イ
ナ
保
険
証
で
な
く
て
も

医
療
に
差
異
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

現行の保険証を廃止する必要はない

中林議員が委員会で求める

議員日誌

資
格
確
認
証
は
現
行
保
険
証
と
同
じ

介
護
保
険
ガ
イ
ド
へ
掲
載
を

法律相談のご案内

日時：8 月 15日(木)
午後６時半～

場所：寝屋川市委員会

事前予約お願いします


